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国立歴史民俗博物館

友の会

自主学習会

友の会会員による自主学習会です。友の
会会員ならどなたでも参加できます。興
味のある学習会に参加しませんか。

近世史読書会

（毎月第１水曜 13 時 30 分～）
日本史で、近世は織田信長の京都入りか
ら徳川慶喜の大政奉還の約300年間とさ
れていますが、この間の歴史のテキスト
を選び、毎月一回 担当者がテキストで
学習した結果を発表して参加者全員で
討議しております。

日本の民俗を訪ねる

（毎月第 2水曜 13 時 30 分～）

「じょうずはへたのてほんなり

へたはじょうずのてほんなり」世阿弥

モットーは「学ぶより楽しむ」で、前半

は「民俗学への招待」（宮田登著）の読

書会、後半は「民俗資料」からテーマを

選び話し合います。

近現代史読書会

（毎月第 3火曜 13 時 30 分～）

岩波新書「日本近現代史」（全 10 巻）を

11 月に終え、12 月から明治維新より現代

までのテーマを順次選び、日本の近現代史

の深読みを始めます。第 1 回は「志士と

官僚」講談社学術文庫（予定）です。一緒

に学び始める良い機会です。日本の針路の

選択を歴史を通して共に学びませんか。

自主学習会

古代の東国探訪学習会

（毎月第 3木曜 13 時 30 分～）

ヤマト王権が全国統一する以前から平安

時代頃までの関東など東国の古代史を研

究しています。学習結果・自説などを持ち

寄って発表・討論。サロン的雰囲気で友人

作り・史跡探訪・懇親会などを実施し、今

年度末で 100 回を迎えます。

古文書学習会

（毎月第 4金曜 13 時 30 分～）

古文書を解読しその時代背景を考え内容

を発表しています。堀田家の「町在御仕置

留」（刑罰の判決書）を学習中です。本文

書も７年目に入り、明治初めの混乱した中

での文書を読んでいます。明治政府の刑法

が確立しておらず、各藩への通達が不十分

なため疑問となる判決も見られます。ワイ

ワイ議論しながら楽しく学習しています。

旅と街道Ⅴ

（毎月第 4水曜 13 時 30 分～）

参勤交代や物資の輸送、信仰や物見遊山

の旅等、近世には多くの街道が賑わいま

した。当学習会はこれらの古くからある

街道を学習します。図書館や現地を訪ね

その街道の歴史や意義を調べ発表しあ

います。現在は成田街道・甲州街道・多

古道・房総東往還を対象にしています。

歴博友の会入会のご案内

―友の会会員の特典―

☑ 国立歴史民俗博物館及びくらしの植物苑

に無料で入館（入苑）できます。

☑友の会が主催する見学会、講演会、講座等

各種のイベントに随時参加できます。

☑歴博や友の会の情報を満載した友の会

ニュース（隔月刊）が無料で送付されます。

☑普通会員には歴博編集の歴史系総合誌

「歴博」（隔月刊）が無料で送付されます。

☑ 普通会員には入会時および更新時に、

｢歴博招待券｣が 3 枚無料で送付されます。

会員の種類 年会費

新規普通会員 ＊8,000 円

準会員 3,000 円

家族会員（2 人分） 5,000 円

＊2 年目以降(継続普通会員)は年会費

7,000 円です。

問合わせ： 表記の一般財団法人 歴史民俗

博物館振興会「友の会」係までお問い合わせ

ください。

友の会ホームページでも詳細をご案内して

います（検索画面から“歴博友の会”で検

索できます)

総合展示物学習会

（毎月第 4木曜 13 時 30 分～）  

歴史好きな私たちにとって展示室内は歴史

ロマンの詰まった宝庫です。展示物の関連資

料を読み解きながら情報交換をし、日本の歴

史（生活史）を学習しています。そして学習

したことを展示室で確認し、知り得たことは

共有している楽しい学習会です。

2014.4－2015.3

日本の原始・古代を考える

（毎月第２木曜 13 時 30 分～）

日本人のルーツ、縄文はいつから、弥生

ってなに、古代国家の成立はいつ、こん

な時空を超えたテーマを研究発表し、歴

史認識を深めます。原始古代遺跡や古墳

群を探索し、未知の世界や古代ロマンを

共感する見学会、親睦会を催します。入

会歓迎。


